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◆塾の日シンポジウム2013 in TOKYO開催！◆塾の日シンポジウム2013 in TOKYO開催！

平成２5年１０月14日（月）――。青天の秋空が広がる体育の日のこの日。東京スカイツリー開業で

脚光を浴びる東京の下町浅草の浅草ビューホテルにおいて午後１時３０分より、塾の日シンポジ

ウムが開催されました。テーマは､『未来―塾と子供と教育と、日本と世界と我々と―LAST 25

YEARS NEXT25YEARS』。テーマ通り、海外留学生の視点から日本人や若者を考える意義深い

一日でした。

◆その他の項目◆その他の項目

●塾の日シンポジウム会長挨拶●土曜日の教育活動の推進について

●民間教育事業者における評価・情報公開等の在り方に関する検討会

●全国読書作文コンクール ほか
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塾の日、東京・浅草にて塾の日、東京・浅草にて

平成25年10月14日

公益社団法人全国学習塾協会 会 長 安藤 大作安藤 大作安藤 大作安藤 大作

本日は、お忙しい中を塾の日シンポジウム2013ｉｎ

東京にお集まりいただきまして、誠にありがとうござ

います。また、塾の日シンポジウム開催のためにご尽

力いただきました皆様には、厚く感謝申し上げます。

今年度より会長を拝命いたしております安藤でござい

ます。ひとことご挨拶を申し上げます。本日の塾の日

シンポジウムには、多くのご来賓の皆様にご臨席を賜

ることができました。学習塾団体としてたいへん光栄

でありますとともに、学習塾が社会に対して担う責任

の大きさを強く感じております。

今年は、当協会が公益社団法人に移行してはじめて

の「塾の日」となりました。いまふり返ってみまして

も、学習塾業界の団体として「公益移行」は大きな決

断だったと、そして正しい決断だったと思っておりま

す。

いまから３年前に私ども協会が「公益社団法人」を目指そうと決めた時に、公益社団法

人としての2つのミッションを確認し共有いたしました。それは、「民間の学力向上を推進

する資源であること」と「成熟した産業・事業者としてコンプライアンスを重視した高い

品質を確保すること」でした。

学習塾は民間にあって、日夜、子どもたち本人や保護者のニーズに応じてその能力を可

能な限り向上させるための資源であろうと努めております。

一方で、広く社会からサービスを提供する者として、コンプライアンスはもとより、利

用者の安心・安全なより良質なサービス提供者であることが求められていると承知してお

ります。

何よりも、当協会は、公益すなわち不

特定多数の者の利益の増進をその事業の

大半に置くことが義務付けられました。

３年前に、いま申し上げた２つのミッ

ションを掲げたあと、それを実現するた

めのアクションとして、まず考えました

のが、「学習塾講師検定事業」と「学習

塾認証事業」です。その制度構築には本

日お見えの経済産業省様をはじめ多くの

有識者の皆様にもご支援をいただきまし
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た。

学習塾が民間の学力向上を推進するより良質な資源であるための「人材育成の支援ツー

ル」としての学習塾講師検定。そして、成熟した事業者としてコンプライアンスを重視し

た高い品質を確保するための「社内システム構築のツール」としての学習塾認証制度。学

習塾の皆様には、社会の要請に対応するために、ぜひこれらのツールを利活用していただ

ければありがたく存じます。また、本日のご参会の皆様におかれましては、当協会のこう

した公益を目的にした事業があることを、あたまの片隅に覚えていただくと幸いに思って

おります。

学習塾はすでに「社会の公器」だということがわかります。学習塾はこうした使命と責

任を認識しつつ、民間教育の一翼として今後も社会のお役にたてるよう活動して参りたい

と存じます。

皆さまのご指導ご鞭撻、そしてご理解ご支援のほどなにとぞよろしくお願い申し上げま

す。結びとなりますが、ご臨席の皆々様のご多幸とご活躍を心よりご祈念申し上げます。

共に未来を考える！塾の日東京2013共に未来を考える！塾の日東京2013

テーマは､『未来―塾と子供と教育と、日本と世界と我々と―LAST

25YEARS NEXT25YEARS』――テーマ通り、海外留学生の視点か

ら日本人や若者を考える意義深い一日でした･･･２回連載です！

当協会では、学習塾が社会に正しく認識さ

れ信頼されることをめざして、協会設立とと

もに「塾の日」を１０月９日に制定し、学習

塾と私学・企業・消費者の皆様がともに学習

を通じて未来の人材育成を図ることを社会に

アピールする象徴的なイベントとして「塾の

日シンポジウム」を毎年主催しています。

平成２５年１０月１４日（月）――。

青天の秋空が広がる体育の日のこの日。今

年は、東京スカイツリー開業で脚光を浴びる

東京の下町、浅草が舞台となりました。東京

スカイツリーを間近に望む浅草・国際通り沿

いの浅草ビューホテル「飛翔の間」において

午後 時 分より、塾の日シンポジウム 

 が開催されました。

塾の日シンポジウムのテーマは『未来―塾

と子供と教育と、日本と世界と我々と― 

 』。

塾の日シンポジウム   では、

第１部・塾の日記念式典において永年にわた

り研鑽を重ねて業界の信頼確保に貢献した学

習塾事業従事者ならびに優秀塾生、学習塾経

営者、全国読書作文コンクールの最優秀賞受

賞の子どもたちを表彰いたしました。

さらに、第２部・シンポジウム「国際人に
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学ぶ日本人の生き方」ではグローバル化して

ゆく現代において、社会はどのような人材を

求めているのかを参加された皆様と考えまし

た。

そして、第３部・親睦交流会「流お

もてなしスタイル」が行われました。

第１部

第２５回塾の日記念式典

定刻、碇優大会会長が登壇し、「塾の日シン

ポジウム   をどうぞお楽しみく

ださい。皆様方の応援をお願いいたしまして

開会の宣言といたします。」との発声があり、

今年の塾の日シンポジウムの幕が切って落と

されました。

第１部は今年で第  回を数える毎年恒例の

式典で、文部科学省、経済産業省、学習塾関

係者、私学関係者、企業関係者、それに表彰

をお受けになる塾生や塾職員の皆様が続々お

越しになり会場は熱気に包まれました。

まずはじめに、安藤大作会長が登壇しあい

さつしました。

挨拶の冒頭、まず来賓の皆様にご来駕を謝

した後、開催にあたりご尽力された実行委員

の皆様、地元の学習塾団体の皆様に御礼を述

べました。

開会の辞を述べる碇優大会会長

あいさつする当協会・安藤大作会長

会長式辞については本号・前項の通りです。

子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの土曜日土曜日土曜日土曜日のののの教育環境教育環境教育環境教育環境のののの

実現実現実現実現にににに向向向向けてけてけてけて重要重要重要重要なななな役割役割役割役割をををを担担担担うううう学学学学

習塾習塾習塾習塾のののの協力協力協力協力をををを――――――――下村文科大臣祝辞下村文科大臣祝辞下村文科大臣祝辞下村文科大臣祝辞

続いて、ご来賓挨拶に移りました。

下村博文文部科学大臣にご来賓としてご臨

席いただく予定でしたが、公務の関係で急き

ょご欠席となったため、文部科学省生涯学習

政策局社会教育課の坪田知広課長より以下の

通り下村大臣のご祝辞を代読いただきました。

塾の日シンポジウムの開催を心よりお喜び塾の日シンポジウムの開催を心よりお喜び塾の日シンポジウムの開催を心よりお喜び塾の日シンポジウムの開催を心よりお喜び

申し上げます。申し上げます。申し上げます。申し上げます。

はじめに表彰を受けられる永年勤続者の皆はじめに表彰を受けられる永年勤続者の皆はじめに表彰を受けられる永年勤続者の皆はじめに表彰を受けられる永年勤続者の皆

様、学習塾業界全体の信頼を高めるべく自主様、学習塾業界全体の信頼を高めるべく自主様、学習塾業界全体の信頼を高めるべく自主様、学習塾業界全体の信頼を高めるべく自主

基準を遵守し積極的に推進された学習塾事業基準を遵守し積極的に推進された学習塾事業基準を遵守し積極的に推進された学習塾事業基準を遵守し積極的に推進された学習塾事業

者の皆様、そして全国読書作文コンクールで者の皆様、そして全国読書作文コンクールで者の皆様、そして全国読書作文コンクールで者の皆様、そして全国読書作文コンクールで

優秀な成績を収めた皆様に心からお祝いを申優秀な成績を収めた皆様に心からお祝いを申優秀な成績を収めた皆様に心からお祝いを申優秀な成績を収めた皆様に心からお祝いを申

し上げます。し上げます。し上げます。し上げます。

本シンポジウムは学習塾が社会的に正しく本シンポジウムは学習塾が社会的に正しく本シンポジウムは学習塾が社会的に正しく本シンポジウムは学習塾が社会的に正しく

認識され信頼されること、学習塾と私学・企認識され信頼されること、学習塾と私学・企認識され信頼されること、学習塾と私学・企認識され信頼されること、学習塾と私学・企

業・消費者が学習を通じて未来の人材育成を業・消費者が学習を通じて未来の人材育成を業・消費者が学習を通じて未来の人材育成を業・消費者が学習を通じて未来の人材育成を

図ることを社会にアピールすることを目的に図ることを社会にアピールすることを目的に図ることを社会にアピールすることを目的に図ることを社会にアピールすることを目的に

毎年開催されており、今回で毎年開催されており、今回で毎年開催されており、今回で毎年開催されており、今回で  回目になりま回目になりま回目になりま回目になりま

す。子どもたちの学校外での重要な学習環境す。子どもたちの学校外での重要な学習環境す。子どもたちの学校外での重要な学習環境す。子どもたちの学校外での重要な学習環境
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報公開報公開報公開報公開にににに関関関関するガイドラインをするガイドラインをするガイドラインをするガイドラインを検討検討検討検討、、、、

様々様々様々様々なななな取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを通通通通じてじてじてじて業界全体業界全体業界全体業界全体のののの

主導主導主導主導をををを期待期待期待期待

続いて、学習塾産業を所管し協会設立時よ

り適正な協会運営のために親身になってご指

導ご支援いただいております経済産業省商務

情報政策局サービス政策課サービス産業室よ

り落合成年室長にご挨拶をいただきました。

「このたびの塾の日シンポジウムが公益社団

法人に移行されて初めての開催でございます。

主催されました公益社団法人全国学習塾協会

及び関係者の皆様のご尽力に対しまして心か

ら敬意を表する次第でございます。

また、本日は、永年にわたり学習塾に勤務

され学習塾業界の発展に貢献してこられまし

た教職員の皆様、学習塾業界における自主基

準を積極的に遂行してこられました事業者の

皆様、優秀な成績を残された塾生の皆様、そ

して全国読書作文コンクールで優秀な成績を

収められた塾生の皆様が表彰されると伺って

おります。心からお祝いを申し上げます。

さて、わが国のサービス産業でございます

が、いまや  雇用の約７割を占め、製造業

とともに重要な産業に成長し、日本経済の牽

引役として期待される役割は大きなものとな

っております。わが国の学習塾産業の市場規

模も約１兆円を超えるまでに成長し、重要な

サービス産業の一つとなっております。
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来賓のあいさつをする経済産業省

落合成年サービス産業室長

貴協会におかれましては、昭和  年に社団

法人として設立されて以来、 年目を迎えて

おります。これまで、学習塾に対する信頼性

の確保や健全性の発展のために重要な役割を

担ってこられました。学習塾認証制度の構築

や個人情報保護の推進などに加え、学習塾に

通う子どもの安全確保ガイドラインを取りま

とめられるなど様々な取り組みをなされてこ

られました。こうした時代の変遷に応じて幅

広く社会的な要請に応えてこられたことに対

しまして敬意を表する次第でございます。

また、学習塾を取り巻く環境は最近では、

平成  年に民間教育事業者に向けた国際標準

が発行されグローバル化の中で民間教育サー

ビスの質の保証や向上に関する関心が高まっ

ております。また、国内的にも消費者視点で

のサービスの質が一層求められております。

このような状況の中で、本年度から文部科学

省と連携し、民間教育事業者の学習のサービ

スの質の保証や向上を図ることを目的に民間

教育事業者における評価・情報公開のあり方

に関する検討会を設置し、ガイドラインの策

定などを検討しているところでございます。

本検討会は、貴協会にもご参加いただき議論

をいただいているところでございます。経済

産業省といたしましては文部科学省と連携し、

よりよいものを作成していきたいと考えてお

ります。引き続き、貴協会はじめ関係者の皆

様のご協力をよろしくお願いいたします。

言うまでもなく国の経済活力の源泉は人に

あります。とくにわが国が人口減少社会に突

入する中、今後とも持続的な経済成長を実現

していくために、本日のシンポジウムのテー

マにありますようにグローバル化に対応した

人材の育成やその根源である子どもたちの学

習を通じて人材育成を図ることは重要なもの

となっております。このような中で、民間の

教育機関として子どもたちの教育の一端を担

う学習塾の役割の重要性は今まで以上に高ま

っていくものと考えております。実際、学習

塾講師が公立学校の授業に参画し公教育を補

完する形での連携事例が現れるなど、学習塾

が活躍する場が益々広がってきています。

一方では、新たな学習形態としてタブレッ

ト型端末など  機器を活用した学習塾も現れ

るなど学習の形態も今後変化していくものと

考えています。貴協会が今後ともこうした新

たな社会的要請に的確に対応され、引き続き

様々な取り組みを通じて業界全体を主導して

いかれることを期待いたします。経済産業省

としましても業界の皆様と連携しつつ、今後

とも学習塾業界の適正化と発展のために協力

して参りたいと考えております。

最後になりますが、本シンポジウムの成功

と貴協会及び学習塾関係者の皆様のますます

の発展と本日御列席の皆様のご健勝を祈念い

たしまして、挨拶とさせていただきます。本

日はおめでとうございます。」とお言葉を頂戴

いたしました。
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子子子子どもたちはどもたちはどもたちはどもたちは自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの未来未来未来未来をををを生生生生きるきるきるきる

ためにいまのためにいまのためにいまのためにいまの時代時代時代時代にににに留学留学留学留学をしているをしているをしているをしている

未来未来未来未来からのからのからのからの留学生留学生留学生留学生

続いて私学を代表して一般財団法人東京私

立中学高等学校協会副会長の實吉幹夫様より

ご挨拶をいただきました。

實吉氏は「本日の塾の日、設立  周年の会

が盛大にここ浅草で開かれること、誠におめ

でとうございます。歴代の理事長・会長先生

方のご努力と全国の学習塾に関係ある先生方

が様々な塾団体がある中、全国を一つにまと

めようということで、この全国学習塾協会が

発足したと記憶しております。私ども私学も

先生方のご協力を得て各私立学校がそれぞれ

の学校の建学の精神を発揮しながら活動でき

ているのもひとえに先生方のご支援があって

のものであります。このこともあらためて御

礼申し上げます。

さて、文部科学大臣の下村博文先生、参議

院議員の大島九州男先生など学習塾の経営を

経験された方が国の政策に関わり、下村先生

には文部科学大臣になってほしいと願ってい

たことがいま現実になっています。これも先

生方と一緒に私学として喜びたいと思ってい

る所であります。

また、本日は各表彰を受けられる方々にと

っては思い出になる、あるいは栄えある日に

なるのであろうと理解をしております。とく

に読書作文コンクールに優秀な作品を寄せら

れた方にはこれからも益々ご努力をいただき

たいとお願いをしておきたいと思います。

現在、国から３つの提言がされました。そ
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です。そういう意味で私は、今日のシンポジ

ウムの企画に塾の先生の日頃子どもたちに寄

せる愛情、あるいはご自分のお仕事の誇りを
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ためにいまの時代に留学をしている子どもた
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ちの教育に邁進していくことを塾の先生方に

お約束をしたいと本日あらためて決意をして

いるところです。
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る皆様方がこれからも誇りをもってお仕事を

していただくことを祈念していと思っている

ところです。

あらためて今日お招きいただいたことに感

謝申し上げ、先生方に接する機会をいただい

たことを感謝し、そして表彰を受けられる方

にあらためてお祝いを申し上げ、今日御列席

の皆様方の今後のご活躍と私ども私立学校と

のえにしをより深くしていただくことをお願

い申し上げてお祝いの言葉とさせていただき
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ます。本日はこういう機会を与えていただき

ましてありがとうございました。」と述べられ

ました。

社団法人社団法人社団法人社団法人からからからから公益社団法人公益社団法人公益社団法人公益社団法人にににに――――

塾塾塾塾のののの先生方先生方先生方先生方のののの熱熱熱熱いいいい思思思思いをもっといをもっといをもっといをもっと高高高高めめめめ

てみんなでてみんなでてみんなでてみんなで盛盛盛盛りりりり上上上上げていきたいげていきたいげていきたいげていきたい

続いて学習塾団体を代表して全国学習塾協

同組合()理事長の森貞孝様よりご挨拶を

いただきました。

森氏は「多くのご来賓の皆様から立派なご

祝辞をいただきました。私の立場で申し上げ

ますと  年前、私は全国学習塾協会の発起人

代表の一人として懸命に学習塾協会を立ち上

げるための努力をしておりました。皆様とは

また違った角度からこの協会の当日のことを

お話ししたいと思います。

年 月 日に通商産業大臣から私ども

社団法人全国学習塾協会は許可をいただいた

わけでございますが、当時、学習塾の数ある

団体が一つにまとまって発起人代表会を作っ

ておりました。月  日に東京で在京の多くの

先生方に、協会設立に関するご説明を申し上

げました。 月  日に第１歩として往訪した

ところが愛媛県・松山でした。地元の塾の先

生の肝いりで愛媛県とその翌日も広島県を回

りました。この団体ができることについて皆

様のご賛同を得ました。そして  月  日に設

立総会を開きました。その議事録を付けて当

日の通商産業大臣に提出したという形をとっ

ております。そして、私と初代理事長となら

れた落合清晃先生、大里茂先生(初代副理事長)

の  人が手分けをして全国を回りました。

月 日・博多、日・静岡、 日・京都、

日・大阪、 月  日・名古屋、 日・大阪、

日・宇都宮、 日・奈良、そして  月  日

に東京の赤坂プリンスホテルで設立のお披露

目と祝賀パーティをいたしました。愛知県か

来賓のあいさつをするＡＪＣの森貞孝理事長

らはバスを  台借り切って皆さんが授業が終

わってから会場に駆けつけてきてくださいま

した。

そういう熱い思いのある学習塾団体が 

年、四半世紀を迎えました。当時、発起人代

表として十数名の先生にご参加いただきまし

たが、半数以上の方が故人となられてしまい

ました。四半世紀というとあっという間に過

ぎたようでございますが、当時お目にかかっ

た多くの人がいまもうここの席に来られない

ということを考えますと、本当に短いようで

すが長かった。よくも  年たった。そしてこ

こまで一生懸命継続してきた。継続は力なり

と申しますが、それなりにいいものがたくさ

んできてきた、と私は思っています。

新しく公益社団法人全国学習塾協会になり

ました。多くの方々のご尽力、塾の先生方の

熱い思いをもっと高めてこの団体を大事にみ

んなで盛り上げていきたいと思います。本日

はご参列いただきまして私も共にに喜びたい

と思っております。本当におめでとうござい

ました。」と述べられました。

次に、文部科学省社会教育課長の坪田氏が

再び登壇して、文部科学省の土曜日の教室活

動の推進事業についてのご説明をいただきま

した。

坪田氏は「幅広く民間の方々、地域の人々

のお力を借りて土曜日の新しい教育の形を作

っていこうとしています。ぜひとも学習塾関
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係者の方々にはご理解ご協力をいただきたい。

これをきっかけとして普段の放課後子ども教

室―学校の放課後に学校を使って子どもたち

にいろいろな教育機会を与えることをすでに

実施しているが、当該事業へのご協力もあら

ためてお願いをしたい。こうしたことによっ

て学校教育と民間社会教育である学習塾との

活動が交わっていく、コラボレーションして

いくという動きを我々は作っていきたいと思

っています。」

説明された詳細は  頁をご覧ください。

続いて司会より、本年度の塾の日シンポジ

ウムの開催地が関東地区ということで、首都

圏の学習塾団体をご紹介いたしました。この

日、ご臨席いただき紹介させていただきまし

たのは次の皆様方です。

全国学習塾協同組合理事長 森 貞孝様

ＮＰＯ塾全協東日本ブロック

理事長 沼田広慶様

全日本私塾教育ネットワーク

会長 谷村志厚様

東京私塾協同組合理事長 岡田保雄様

千葉学習塾協同組合理事長 西出一信様

埼玉県私塾協同組合理事長 坂田義勝様

神奈川県私塾協同組合理事長 森 隆様

学習塾学習塾学習塾学習塾にににに学学学学ぶぶぶぶ子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち、、、、そしてそしてそしてそして先先先先

生生生生のののの努力努力努力努力におめでとうにおめでとうにおめでとうにおめでとう！！！！！！！！
永年勤続職員／優秀塾生／自主基準遵守塾／

全国読書作文コンクール優秀作品表彰

続いて、いよいよ本式典の主役ともいえる

皆様の登壇となりました。

まず、協会および学習塾業界の発展に寄与

され、貢献いただいた皆様に対しその功績に

感謝し表彰するものとしまして、学習塾に 

年もしくは  年以上勤続された教職員名の皆

たゆまぬ精励と努力に拍手！

永年勤続表彰(上)塾生表彰(下)

様の永年勤続者表彰を行いました。

ある調査では学習塾教職員の平均勤続年数

は約７年とも言われています。また、別の調

査では学習塾の正規社員の割合は43％とされ、

非正規社員の約半分は大学生です。そうした

状況にあって、私たち学習塾にとって優れた

教職員は「宝」です。しかも永年にわたり職

務に精励され優れた指導能力で生徒を学力向

上へと導くことは学習塾への大きな貢献にほ

かなりません。当協会では学習塾に  年もし

くは  年以上勤続された教職員  名の皆様

の永年勤続者表彰を行いました。代表して、

千葉県・総合教育商社翔英館の志間岳様に表

彰状を授与いたしました。会場からは大きな

拍手が送られました。

まじめに努力を惜しまず勉強する。私たち

学習塾は、そのことに、その生徒に、称賛の

拍手を送ります。学習面においても、生活態

度においても、まじめに努力を惜しむことな
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く精進し、さらに他の塾生の模範となる優秀

な塾生の皆様が今日ここに集いました。

まじめに努力を惜しまず勉強し自らを高め

ていく子どもたちは、私たち社会の「宝」で

す。今後もさらに努力を重ね大きく羽ばたく

ことを願って、当協会では学習塾の声価を高

らしめた塾生を対象に塾生表彰を行いました。

塾生  名を代表し、広島県・千葉県・日米

文化学院の生徒、中学３年生の藤井南帆さん

と千葉県・修学舎の生徒、中学２年生の磯侑

希さんに表彰状を授与いたしました。会場か

らは大きな拍手が送られました。

続いて、自主基準遵守塾表彰に移りました。

平成  年  月に特定商取引に関する法律が施

行されました。現在、学習塾と顧客の契約・

取引に関わる中心的な法律となっております。

この法律施行に先立ちまして、当協会ではこ

の法律に準拠する自主ルールを策定いたしま

した。それが「学習塾における事業活動の適

正化に関する自主基準」です。その後、法律

改正や新法制定にともない幾度かの改正を行

うとともに、法律遵守や子どもの安全対策を

積極的に遂行する事業者に認証マークを付与

する学習塾認証制度を行ってまいりました。

また、個人情報保護に十分な措置を講じてい

る事業者にプライバシーマークの付与を、法

律等の知識を十分に有し適正な顧客窓口対応

及び社内研修のできる人材に法務管理者資格

の付与などを行っています。当協会では本年

度においてこのような認証取得の取り組み等

を通じて自主基準遵守が最も顕著であった事

業者の皆様を塾の日記念式典の場をかりまし

て表彰いたしました。

自主基準遵守塾表彰をお受けいただきます

学習塾事業者は次の通りです。

〔５０音順〕

ＩＮＧ進学教室 （東京都青梅市）ＩＮＧ進学教室 （東京都青梅市）ＩＮＧ進学教室 （東京都青梅市）ＩＮＧ進学教室 （東京都青梅市）

英進館 （福岡県福岡市）英進館 （福岡県福岡市）英進館 （福岡県福岡市）英進館 （福岡県福岡市）

コンプライアンスに優れた事業者を顕彰する

自主基準遵守塾表彰

ステップ （神奈川県藤沢市）ステップ （神奈川県藤沢市）ステップ （神奈川県藤沢市）ステップ （神奈川県藤沢市）

創英ゼミナール （神奈川県平塚市）創英ゼミナール （神奈川県平塚市）創英ゼミナール （神奈川県平塚市）創英ゼミナール （神奈川県平塚市）

田中学習会 （広島県広島市）田中学習会 （広島県広島市）田中学習会 （広島県広島市）田中学習会 （広島県広島市）

㈱中萬学院 （神奈川県横浜市）㈱中萬学院 （神奈川県横浜市）㈱中萬学院 （神奈川県横浜市）㈱中萬学院 （神奈川県横浜市）

東日本進学会 （神奈川県秦野市）東日本進学会 （神奈川県秦野市）東日本進学会 （神奈川県秦野市）東日本進学会 （神奈川県秦野市）

※全事業者とも学習塾認証取得、プライバシーマ

ーク取得、学習塾法務管理者取得

以上、7事業者のみなさまです。

自主基準遵守塾表彰を受けられます7事業

者を代表いたしまして当日は、東京都・ＩＮ

Ｇ進学教室様、福岡県・英進館株式会社様が

登壇され、安藤会長より表彰状を授与されま

した。

式典は、経済産業省・文部科学省・公益社

団法人読書推進運動協議会・一般財団法人出

版文化産業振興財団・朝日新聞社のご後援を

得て行われております第  回全国読書作文コ

ンクールの優秀者表彰に移りました。この日

にあわせ、遠方にも関わらず、宮城や佐賀な

どから御家族や塾長先生とご一緒にご出席い

ただきました。

まずはじめに、本コンクールの審査に携わ

られました専門委員会の西村忠志委員長に講

評をいただきました。西村委員長は受賞者の

皆様に祝意を、ご指導に尽力された全国の塾
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うとともに、法律遵守や子どもの安全対策を

積極的に遂行する事業者に認証マークを付与
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式典は、経済産業省・文部科学省・公益社

団法人読書推進運動協議会・一般財団法人出

版文化産業振興財団・朝日新聞社のご後援を

得て行われております第  回全国読書作文コ

ンクールの優秀者表彰に移りました。この日

にあわせ、遠方にも関わらず、宮城や佐賀な

どから御家族や塾長先生とご一緒にご出席い

ただきました。

まずはじめに、本コンクールの審査に携わ

られました専門委員会の西村忠志委員長に講

評をいただきました。西村委員長は受賞者の

皆様に祝意を、ご指導に尽力された全国の塾

  

関係者の皆様に謝意を述べ、「読書作文コンク

ールは塾に通っていないお子様も参加できま

す。また、小学１年生から参加できるよう広

く門を開きました。多くのお子様に国語力を

つけていただくよう」に広く参加を呼びかけ

ました。

受賞者が登壇し、まず最高賞である大賞の

表彰を行いました。

小学生の部大賞を受賞されました福岡県・

英進館の小学４年、山﨑大雅くんに表彰状、

記念盾、賞品を授与いたしました。

続いて、中学生の部大賞を受賞されました

宮城県・Ｋ’ｓセミナーの中学３年、グレド

ル輝覧くんに表彰状、記念盾、賞品を授与い

たしました。

続いて、最優秀賞の表彰に移りました。小

学生の部最優秀賞を受賞されました佐賀県・

ＳＩ進学ゼミナールの小学４年、辻菜那さん、

福岡県・英進館の小学５年、林田知仁くんに

表彰状、記念盾、賞品を授与いたしました。

次に、中学生の部最優秀賞を受賞されまし

た宮城県・Ｋ’ｓセミナーの中学１年、吉澤

龍人くんに、岡山県・柚木進学ゼミの中学３

年、眞田みなみさんに表彰盾と表彰状、記念

品を授与いたしました。本日は、都合により

眞田みなみさんの代理として塾長の柚木真澄

様にお受けいただきました。

会場からは大きな拍手が沸き起こりました。

第23回全国読書作文コンクール優秀作品は、

協会ホームページで見ることができます。

続きまして、協会常任理事の内藤潤司実行

委員長が登壇し、「時はまさに、人々は、たぎ

る熱情と明るい未来を求めております。子ど

もたちが、熱い視線を私たちに向けてくれる

限り、私たちの使命があり、社会的存在意義

があります。今後我々は、関わる子どもたち

う、指導に情熱を傾けることはもちろん、自

全国読書作文コンクールで栄えある大賞・最優秀賞を受賞された皆様

佐賀県
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講評を述べる西村忠志

全国読書作文コンクール専門委員長

ら研鑽を積み、社会的存在として法令を遵守

が、知識を得、知恵に至り、自立した人格を

確立し、国際社会に貢献できる人材となるよ

し、その責務を果たすよう努力することを新

たに決意し、東京宣言といたします。」と声高

らかに「東京宣言」を読み上げました。

第１部・塾の日記念式典の最後に、山下典

男副会長が登壇して閉会の辞を述べました。

「東京宣言」を読み上げる内藤潤司塾の日実行委員

長(上)と閉会の辞を述べる山下典男副会長(下)

「受賞された皆様おめでとうございます。こ

の受賞がこれからの皆様の励みとなればと存

じます。そして今日ご臨席賜わりました皆様、

長時間のご協力たいへんありがとうございま

す。それではこれをもちまして塾の日シンポ

ジウム第１部・塾の日記念式典を閉会いたし

ます。どうもありがとうございました。」

第２部

シンポジウム＆基調講演

第２部は「シンポジウム 国際人に学ぶ日

本人の生き方」と題し、塾生に聞く国際化に

関するアンケート調査結果報告、海外留学生

に聞く、そして基調講演の盛りだくさんの内

容となりました。

第２部は、協会常任理事の仲野十和田実行

委員の司会で進められ、まずはじめに井原大

国際化に関する調査結果を報告する井原大平実行

委員(上)と第２部司会の仲野十和田実行委員(下)
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第２部のシンポジウムを終えて笑顔の出演者の皆様(右端は猪口邦子参議院議員)

平実行委員より興味深い国際化に関するアン

ケート調査結果の報告がありました。続いて、

３名の海外留学生が色鮮やかな民族衣装で登

壇しました。パンディ ヘンプロパさん(ネパ

ール・女性)は、東京農工大学大学院国費留学

生（農林社会科学専門博士課程卒業・現、同

大学研究員）、セポンセシメ バクミナさん(べ

ナン・女性）は、筑波大学大学院国費留学生

（システム工学専門課程）、サカザデ マシド

さん（イラン・女性）は、筑波大学大学院国

費留学生（体育科学専門課程）です。さらに、

基調講演は、国際政治学者で参議院議員の猪

口邦子氏。第２部の詳しい模様は次号で掲載

いたします。

また、第２部及び第３部には、当協会顧問

の大島九州男参議院議員、学習塾経営者ご出

身の菅野さちこ衆議院議員、高市早苗衆議院

議員に駆けつけていただきごあいさつをいた

だきました。ありがとうございました。

第3部

親睦交流会

第２部終了後、会場を３階「祥雲」に移し

て、午後５時――。会場は、テーブルに新鮮

な食材を交えた料理が並べられ、第３部・親

睦交流会が開かれました。

第３部のスナップ等は次号掲載いたします。

塾の日シンポジウム2013 in TOKYOスタッフのみ
なさんご尽力ありがとうございました！！

大会会長 碇 優 大会副会長 川畑 卓也
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実行委員長 内藤 潤司
副実行委員長 森 貞孝

（全国学習塾協同組合理事長）

副実行委員長 沼田 広慶
（ＮＰＯ塾全協東日本ブロック理事長）

副実行委員長 谷村 志厚
（全日本私塾教育ネットワーク会長）

副実行委員長 岡田 保雄
（東京私塾協同組合理事長）

副実行委員長 西出 一信
（千葉学習塾協同組合理事長）

副実行委員長 坂田 義勝
（埼玉県私塾協同組合理事長）

副実行委員長 森 隆
（神奈川県私塾協同組合理事長）

副実行委員長 渡辺 浩
(公益社団法人全国学習塾協会関東支部長)

実行委員会委員

玉城 邦夫 仲野十和田 鈴木 正之 井原 大平
奥松 研亮 山本 太志 柳田 浩靖 村社 圭一

石川 如雪 宮澤 歩 新井 恵詞 鈴木 幸広

磯 一郎 浅輪 信子 ほか関東支部有志、その他たくさんの皆様

文科省発！学校の土曜授業に協力を！文科省発！学校の土曜授業に協力を！

学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業について、文

部科学省は、学習塾にもっと堂々と取り組んでいただけるように皆様

の背中を押していきたい！

去る  月  日に開催されました当協会主

催の「塾の日とンポジウム   」

におきまして、文部科学省生涯教育政策局社

会教育課の坪田知広課長より、文部科学省の

土曜日の教室活動の推進事業についてのご説

明をいただきました。

お話しになられた内容は次の通りです。

土曜日の教育活動の推進について

土曜日授業、復活へ――塾と学校が連携し

合う教育の新しい形を

これまで学校週５日制になってから、基本

的に公立学校は土曜日の授業は想定されてい

ない法令でした。今年  月を目途に省令改正

を行い地域の実情や学校の現状で実施したい

ところは実施できるということになります。

土曜日の教育活動について学習塾に協力を求める文

部科学省生涯教育政策局社会教育課・坪田知広課長

東京都等ではすでに一部の区が月２回実施し

ていますが、例えば学力テストの結果を見て

全国平均より著しく低いところはおそらく実
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施しようということになろうと思いますし、

そうでなくても実施していかなくてはいけな

いという課題意識をもった学校や自治体は土

曜日授業を本格的に始めるのではないか。ま

た、様子見のところも含めて３年以内にほと

んどの学校で土曜日授業が復活するのではな

いかと見込んでおります。かつてのように学

校の教職員だけでそれを復活させることもあ

るかと思いますが、地域の人材及び地域の民

間教育事業者のお力で負っていくという形を

とるということが増えてくるのではないでし

ょうか。

放課後の授業等で民間教育事業者とコラボ

レーションしている取組を先日も熊本県で視

察してきました。

また、これまでも教育環境に恵まれない自

治体等が学習塾とコラボレーションして公営

塾という形で実施されているということも増

えてきております。そういう形が全国的に普

及していけばいいと我々は思っております。

一部の学校や教育委員会の中にはコラボレ

ーションしてはいけないと思っているところ

がありますが、そうではありません。必要な

ところはそうした資源を活用してやっていい

んだということ、まさに塾と学校が連携し合

う教育の新しい形を作っていけばいいという

メッセージもどんどん発信していければと思

っております。

土曜日の教育活動推進プラン――土曜教育

推進委員として学習塾の強みを活かしてほ

しい

来年度概算要求の土曜日の教育活動推進プ

ランについて、二つの事業があります。

「土曜授業推進事業」と「地域の豊かな社会

資源を活用した土曜日の教育支援体制等構築

事業」です。

「土曜授業推進事業」は土曜日向けのカリ

キュラムを新しく作るという事業です。「地域

の豊かな社会資源を活用した土曜日の教育支

文部科学省ホームページ 平成 年度概算要求より
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援体制等構築事業」は、地域の人材、教育事

業者とのコラボレーションをどう作っていく

かということに焦点を当てた事業です。この

２つの事業が相まってさまざまな土曜日のコ

ラボレーションの形ができていくのではない

かと思っています。

土曜教育コーディネーターが中心となって

学校から要望を聞く――例えば、単元はどこ

まで進んでいるのか。どういうところが学校

の児童生徒は弱点か――を聞きつけて、それ

にふさわしい土曜教育推進委員という有償ま

たは無償のボランティアの方々に協力をお願

いします。この中に企業人や大学・研究者の

ほか学習塾をはじめとした民間教育事業者に

も協力いただきたいと思います。そうした事

業者に依頼をして企画・参画をして土曜の授

業を作っていくことになると思います。ここ

では当然、月曜日から金曜日までの補習も含

まれます。もっと発展的な、あるいは学校の

先生が教えられないようなハイレベルなこと

をクラス分けをしてやっていただいてもよい

です。まさに学習塾の強みというものが学校

教育とのコラボレーションで活かされていく

のではないかと思っています。

学習塾講師の方々、元講師の方々も入って

すでに実施している事例として、大分県豊後

高田市の事例がございます。ここでは、週３

回、寺子屋教室と題して主要教科を教えてい

ます。そこに学習塾関係者や退職教員または

現職教員が無償ボランティアで参加していま

す。町ぐるみで実施していて県内学力テスト

ワースト２位から８年連続１位という成果を

生んでいるという事例です。これを大臣も視

察されて、このような事業者と地域ぐるみで

の公教育を新しく作っていく、普及させると

いう「豊後高田モデル」が一つのイメージと

なっています。

学習塾の参加を後押ししていろいろな成功

事例を作って普及させていきたい

当協会は大阪・大東市からすでに土曜教室事業の

委託を受け活動している

中教審の下部の生涯学習分科会にワーキン

ググループを設けます。ここに学習塾関係者

にも入っていただいて、土曜日の在り方や放

課後子ども教室の新しい取り組みのあり方に

ついて一緒に検討しようと思っています。こ

れには学童保育の関係で厚労省も一緒に入り

ます。ぜひともご協力をお願いしたいと思っ

ています。

学校・家庭・地域の連携による教育支援活

動促進事業につきまして、かなりの学習塾関

係者の方々、教育事業者の方々にお手伝いい

ただいていると聞いておりますけれども、こ

の事業も、もっと堂々と取り組んでいただけ

るように我々は背中を押していきたいと思っ

ています。

大臣や参院議員・大島先生等、学習塾にご

理解のある、また、学校教育とのコラボレー

ションをイメージされ実践されようとしてい

る先生方のご指導も受けながら我々はしっか

りとした事業構築を皆様と一緒にしていきた

いと思います。もちろん、自治体や教育委員

会がそうしたセンスを持っていないといけな

いですし、皆様に呼び掛けていかなければい

けない立場でございますが、国としては後押

しをしていろいろなグッド・プラクティス、

成功事例を作って普及させていきたいと思っ

ていますので、ぜひともご相談いただいたり

一緒にアイディアを出していただければと思
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っています。 どうぞよろしくお願いいたします。

新局面!?国の新ガイドライン策定へ新局面!?国の新ガイドライン策定へ

文部科学省と経済産業省が共同で学習塾など民間教育事業者の質
向上へガイドライン作りに動いている！新ガイドラインが学習塾にもた
らす影響は？現下での可能性を探ります！

今年  月  日に文部科学省・経済産業省共

同で、民間教育事業者における評価・情報公

開等の在り方に関する検討会がスタートしま

した。

学習塾を取り巻く環境は、平成  年に民間

教育事業者に向けた国際標準が発行されグロ

ーバル化の中で民間教育サービスの質の保証

や向上に関する関心が高まっています。また、

国内的にも消費者視点でのサービスの質が一

層求められており、こうした状況下で、国で

は平成  年度から民間教育事業者の学習のサ

ービスの質の保証や向上を図ることを目的に

民間教育事業者における評価・情報公開のあ

り方に関する検討会を設置し、ガイドライン

の策定などを検討することになったのです。

第１回検討会は、会議のすべてを報道機関

に公開し、その様子が多くの新聞等で報じら

れました。

検討会の冒頭、座長は「民間教育事業者に

より多様な学習機会が提供されていて、質が

担保されているという状態が望ましいと考え

る。学習の質は、あくまでも事業者の自由な

活動の中で担保されることが望ましいが、ガ

イドラインのような指針となるものがあり、

学習者(顧客・消費者)にとって必要な情報が

公開されることが望ましい」とし、「民間教育

事業者における評価・情報公開等に関するガ

イドライン(仮称)」策定をゴールとした国主

導の検討会が始まったのです。ガイドライン

の対象は、学習塾、カルチャーセンター、外

国語会話教室、家庭教師、音楽教室、書道教

室、生け花・茶道教室、そろばん教室、スポ

ーツ教室など。

実は、同検討会には主な民間教育の業界団

体が委員として参加しており、当協会役員も

委員となっています。

では、このガイドライン策定は学習塾にと

ってどんな意味があるのでしょうか。

まず、ガイドラインに盛り込まれる民間教

育事業者共通の項目として次の項目が挙げら

れています。

・学習サービスの計画について

□学習者 のニーズを把握しているか※

□学習環境の維持管理を実施しているか
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文部科学省ホームページより

□講師に必要な訓練を行っているか

□学習者のニーズに沿った情報を公開してい

るか 等

・学習サービスの実施について

□学習サービスの計画に基づき、学習サービ

スを実施しているか

□学習者に対してオリエンテーションを行っ

ているか 等

・学習サービスの評価

□  が適切に行われているか定期的に※

確認しているか

□評価に必要な情報を収集しているか 等

・学習サービスの改善について

□  が適切に行われるように定期的に改

善を行っているか

□評価に基づき、改善を行っているか 等

※1 塾生のこと

※2 企業が行う一連の活動を、Plan-Do-Check-Action（P

DCA）という観点から管理するフレームワーク

さらに、「事業者に関する基本的な情報を公

開しているか。」、「学習サービスの受講に必要

な費用を公開しているか。」についても盛り込

まれます。

いま明らかになっているこれらの項目は学

習塾、カルチャーセンター、外国語会話教室、

家庭教師、音楽教室、書道教室、生け花・茶

道教室、そろばん教室、スポーツ教室など、

いわゆる民間教育事業者共通の項目であって、

そのほかに各業種独自の項目が追加される公

算が高いと考えられています。

同検討会の現段階の結論で、「それぞれの業

種ごとに、その特徴を踏まえて、ガイドライ

ンに独自の項目を追加して取組を進めること

が有効な場合もあることが想定される。この

ため、業種ごとに特化したガイドラインの在

り方については、業界主体による取組の推進

方策も含め引き続き検討することが望まし

い。」と言っており、意訳すると、たとえば学学学学

習塾業については協会等が既に有している学習塾業については協会等が既に有している学習塾業については協会等が既に有している学習塾業については協会等が既に有している学

習塾に特化した基準(たとえば学習塾認証基準習塾に特化した基準(たとえば学習塾認証基準習塾に特化した基準(たとえば学習塾認証基準習塾に特化した基準(たとえば学習塾認証基準

など)を項目として追加することがのぞましいなど)を項目として追加することがのぞましいなど)を項目として追加することがのぞましいなど)を項目として追加することがのぞましい

と言っていることが理解できます。

重要なことはこのガイドラインが学習塾に

とって今後どんな局面で使われるのか、とい

うことです。検討会ではいまのところ、「作成

されたガイドラインが有効に活用されるもの

となるためには、事業者がガイドライン等に

沿って、評価・情報公開等の取組を実施して

いることを、学習者等に分かりやすく公開す

るための取組を推進する必要」と言っていま

す。このことから、ガイドラインをクリアしガイドラインをクリアしガイドラインをクリアしガイドラインをクリアし

た(学習塾)事業者は、顧客や消費者に対してた(学習塾)事業者は、顧客や消費者に対してた(学習塾)事業者は、顧客や消費者に対してた(学習塾)事業者は、顧客や消費者に対して

そのことがよくわかるように公開できるツーそのことがよくわかるように公開できるツーそのことがよくわかるように公開できるツーそのことがよくわかるように公開できるツー

ル(例えばマークのようなもの)を活用する必ル(例えばマークのようなもの)を活用する必ル(例えばマークのようなもの)を活用する必ル(例えばマークのようなもの)を活用する必

要がある要がある要がある要があると言っていることが理解できます。

 月  日付の日経  は《塾などの質向上

へ指針》と題した記事で、ガイドラインでは

各事業者が自主的に評価・点検すべき項目を
、、、、

示す―としながらも「評価・点検項目として「評価・点検項目として「評価・点検項目として「評価・点検項目として

は『講師の採用の基準を共有しているかは『講師の採用の基準を共有しているかは『講師の採用の基準を共有しているかは『講師の採用の基準を共有しているか』』』』『講『講『講『講

師やスタッフに対して業務のために必要な研師やスタッフに対して業務のために必要な研師やスタッフに対して業務のために必要な研師やスタッフに対して業務のために必要な研

修や訓練を実施しているか』といった内容を修や訓練を実施しているか』といった内容を修や訓練を実施しているか』といった内容を修や訓練を実施しているか』といった内容を

検討する見通しだ。併せて、消費者に情報公検討する見通しだ。併せて、消費者に情報公検討する見通しだ。併せて、消費者に情報公検討する見通しだ。併せて、消費者に情報公

開する内容についても検討し、具体的な基準開する内容についても検討し、具体的な基準開する内容についても検討し、具体的な基準開する内容についても検討し、具体的な基準

を設ける。開示項目が決まれば、消費者にとを設ける。開示項目が決まれば、消費者にとを設ける。開示項目が決まれば、消費者にとを設ける。開示項目が決まれば、消費者にと

っては事業者のサービスを比較しやすくなっては事業者のサービスを比較しやすくなっては事業者のサービスを比較しやすくなっては事業者のサービスを比較しやすくな

るるるる。。。。」」」」と報じ、ガイドライン策定の結果、学習

塾を選択する消費者行動の参考になり得る見

方を示しています。
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いることを、学習者等に分かりやすく公開す

るための取組を推進する必要」と言っていま

す。このことから、ガイドラインをクリアしガイドラインをクリアしガイドラインをクリアしガイドラインをクリアし

た(学習塾)事業者は、顧客や消費者に対してた(学習塾)事業者は、顧客や消費者に対してた(学習塾)事業者は、顧客や消費者に対してた(学習塾)事業者は、顧客や消費者に対して

そのことがよくわかるように公開できるツーそのことがよくわかるように公開できるツーそのことがよくわかるように公開できるツーそのことがよくわかるように公開できるツー

ル(例えばマークのようなもの)を活用する必ル(例えばマークのようなもの)を活用する必ル(例えばマークのようなもの)を活用する必ル(例えばマークのようなもの)を活用する必
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 月  日付の日経  は《塾などの質向上

へ指針》と題した記事で、ガイドラインでは

各事業者が自主的に評価・点検すべき項目を
、、、、

示す―としながらも「評価・点検項目として「評価・点検項目として「評価・点検項目として「評価・点検項目として

は『講師の採用の基準を共有しているかは『講師の採用の基準を共有しているかは『講師の採用の基準を共有しているかは『講師の採用の基準を共有しているか』』』』『講『講『講『講

師やスタッフに対して業務のために必要な研師やスタッフに対して業務のために必要な研師やスタッフに対して業務のために必要な研師やスタッフに対して業務のために必要な研
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祝！読書作文コンクール各賞決定！祝！読書作文コンクール各賞決定！
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「「「「『『『『僕のこれまでの人生は、そんな気楽で単純僕のこれまでの人生は、そんな気楽で単純僕のこれまでの人生は、そんな気楽で単純僕のこれまでの人生は、そんな気楽で単純
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は大げさなのですが、筆者はまさに人生を語は大げさなのですが、筆者はまさに人生を語は大げさなのですが、筆者はまさに人生を語は大げさなのですが、筆者はまさに人生を語
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っている気がしました。その人生は、たまたっている気がしました。その人生は、たまたっている気がしました。その人生は、たまたっている気がしました。その人生は、たまた

まイギリス人のお父さんと日本人のお母さんまイギリス人のお父さんと日本人のお母さんまイギリス人のお父さんと日本人のお母さんまイギリス人のお父さんと日本人のお母さん

の間に生まれて日本に育つという環境の中での間に生まれて日本に育つという環境の中での間に生まれて日本に育つという環境の中での間に生まれて日本に育つという環境の中で、、、、

いろんなことが見えてきたことがわかりますいろんなことが見えてきたことがわかりますいろんなことが見えてきたことがわかりますいろんなことが見えてきたことがわかります。。。。

日本人の特質や、本の題材になっている人日本人の特質や、本の題材になっている人日本人の特質や、本の題材になっている人日本人の特質や、本の題材になっている人

種差別の問題が、故郷がなかば異郷であるよ種差別の問題が、故郷がなかば異郷であるよ種差別の問題が、故郷がなかば異郷であるよ種差別の問題が、故郷がなかば異郷であるよ

うな人生の中で見えてきて、そのことについうな人生の中で見えてきて、そのことについうな人生の中で見えてきて、そのことについうな人生の中で見えてきて、そのことについ

て私達に問題提起をしてくれているという点て私達に問題提起をしてくれているという点て私達に問題提起をしてくれているという点て私達に問題提起をしてくれているという点

でたいへん優れている作品ですでたいへん優れている作品ですでたいへん優れている作品ですでたいへん優れている作品です。。。。」」」」

受賞者すべてのみなさまに表彰状と賞品を

送呈させていただきます。

ＪＪＡインフォメーションＪＪＡインフォメーション

学習塾認証付与が決定！第３回学習塾認証付与が決定！第３回学習塾認証付与が決定！第３回学習塾認証付与が決定！第３回

学習塾認証判定委員会で６事業学習塾認証判定委員会で６事業学習塾認証判定委員会で６事業学習塾認証判定委員会で６事業

者を認定しました！者を認定しました！者を認定しました！者を認定しました！

平成  年  月  日に協会事務局において、

学習塾認証判定委員会が開催されました。同

委員会では、学習塾認証基準に基づき、新規

申請７社のうち６社(申請受付期間同年  月 

日～  月  日)について審議され、全員に学

習塾認証が付与されました。来年度につきま

しては、前期申請期間が平成  年  月  日か

ら同年  月  日までで、付与決定は同年  月

初旬になります。

消費税率引き上げ！円滑で適正消費税率引き上げ！円滑で適正消費税率引き上げ！円滑で適正消費税率引き上げ！円滑で適正

な転嫁のためにな転嫁のためにな転嫁のためにな転嫁のために

翌年  月  日以降の消費税率が８

％に変わります。

 月  日、消費税転嫁対策特別措置法が施

行されました。これによる消費税の転嫁を阻

害する表示の是正や価格の表示に関する特別

措置の詳細が明らかにされました。また、消

費税の価格転嫁に関する政府共通の相談窓口

が設置されました。

℡ 

ＪＪＡご入会のご案内ＪＪＡご入会のご案内

全国学習塾協会（略称「ＪＪＡ」）は、民間教育を担う団体・個人に関する支援及び能力開発、調

査研究、地域社会に対する貢献の推進等を行うことによって児童及び青少年等の学力養成の推進に

寄与し、より良い社会の形成を推進することを目的として設立された公益社団法人です。

公益社団法人全国学習塾協会には、どなたでも入会できます。

会員は、正会員・準会員・賛助会員からなっています。

■正会員■正会員■正会員■正会員 学習塾事業を営む法人または個人でどなたでも会員になることができます。正会員は総

会での議決権を持ちます。

協会報、会員名簿を配布いたします。本会が主催する事業をご案内して、これに優先的に参加する

ことができます。

協会  サイトと正会員のホームページのリンクを掲載するとともに、会員名簿に正会員一覧を掲

載します。

正会員証プレートを使用できます(使用料あり)。
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■準会員■準会員■準会員■準会員 学習塾事業者に従事する個人、協会の目的と活動に賛同する教育事業に従事する個人ま

たは従事した経験のある個人であればどなたでも会員になることができます。総会での議決権は持

ちません。

協会報、会員名簿を配布いたします。本会が主催する事業をご案内して、これに参加することがで

きます。

準会員証プレートを使用できます(使用料あり)。

■賛助会員■賛助会員■賛助会員■賛助会員 協会の目的と活動に賛同してその事業にご支援くださる法人・団体・個人で、総会で

の議決権は持ちません。

協会報、会員名簿を配布いたします。本会が主催する事業をご案内して、これに参加することがで

きます。

協会  サイトと賛助会員のホームページのリンクを掲載するとともに、会員名簿に賛助会員一覧

を掲載します。

賛助会員証プレートを使用できます(使用料あり)。

会費は次の通りです。

入会金入会金入会金入会金 （１）正会員 30,000円

（２）準会員 10,000円

（３）賛助会員 法人 50,000円

学校法人 30,000円

団体 50,000円

個人 10,000円

年会費年会費年会費年会費 （１）正会員 １口 塾生数1000名未満 36,000円

塾生数1000名以上 60,000円

3000名未満

塾生数3000名以上 120,000円

（２）準会員 １口 12,000円

（３）賛助会員 １口 法人 50,000円

学校法人 36,000円

団体 50,000円

個人 12,000円

毎年４月から翌年３月までが一年度になります。

会費について、正会員の方は、会費を３月と９月の年２回に分け、金融機関から預金口座振替によ

り納入いただきます。

準会員・賛助会員の方は、年度初めに当協会の銀行口座にお振り込みいただきます。

入会初年度の会費は、入会月からの月割りで計算いたします。

入会をお考えの方、協会の活動概要などをお知りになりたい方は協会事務局まで遠慮なくご連絡く

ださい。資料をお送り申し上げます。
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また、入会申込書は協会 サイトから入手することもできます。

公益社団法人全国学習塾協会 事務局

〒171-0031 東京都豊島区目白3-5-11

TEL03-5996-8511 FAX03-5996-9585
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